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「生体磁気学」は，1978年(昭和53年)に談話室として掲載

された記事です．生体に対する磁場の影響がトピックとして

挙げられています．宇宙環境での磁場というスケールの大き

な話に始まり，生体，植物，環境への磁場の影響についてコ

メントされています．リニアモーターカーで発生する強磁場

の生体への影響について懸念されています．また，記事によ

れば医学的な観点からの研究や，リンゴや稲の生長が良くな

る，というような研究が行われているようです．植物の発芽

に関する影響などについてもコメントされています．

記事が掲載された1978年から40年超が経過し，生物への

磁場環境や，それに対する研究も大きく変化したのではない

かと思います．無冷媒超伝導マグネットの開発・普及によっ

て10テスラを超える室温の強磁場環境が得られるようにな

りました．強磁場と生体，植物に対する研究は40年前に比

べますます盛んに行われています．1990年代以降，水(1)や

リンゴ，はたまたカエルが磁気浮上することが示されまし

た．植物や菌類を10テスラ級の強磁場中で成長させる研

究(2)も行われ，成長に対する磁気力の影響について議論され

ています．

また，日常生活では，電化製品に強力な希土類永久磁石が

多く用いられるようになりました．医療では，MRI が広く

用いられ，人体に 1 テスラを超える強磁場を印加すること

が普通のことになりました．記事で取り上げられたリニアモ

ーターカーは日本で2027年開業が計画されています．

磁場の影響は，定常磁場だけでなく変調磁場，勾配磁場

(磁気力環境)と多くの要素があり，今後さらに注目されるこ

とが予想されます．また，本記事で懸念されている事柄のう

ち，未解決の課題もあるのではないでしょうか．この機会に

是非ご一読ください．
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